学生相談への文章完成法テスト(STC-B)の活用 by 小林, 哲郎
Title学生相談への文章完成法テスト(STC-B)の活用
Author(s)小林, 哲郎





















































































































































































































毎 　SD 〃　 SD f
肯定否定 17。84　　8．29 20．06　　8．34L71
肯定肯定 6．07　　3．42 9．67　　6．07 4．77鱒
否定否定 5．8　　3．44 11．67　　6．68 5．99鱒
例外 17．3　 7．5 13．88　 8．15 2．88鱒
受容 17．68　　6．3715．35　　6．66 2．33卓
拒絶 5，54　　2．82 4。7　　1。86 2，60卓
理想現実 21，75 　7．8517。76　　8．1 3．24鱒
期待不安 7．37　　4．15 6．01　　3．35 2．17＋
過去現在 9．25　　4．46 7．39　　4．38 2．68離
希望 12．47 　7．2216 　　7，87 3。08韓
不安 8．04　5 7．94　　4，9 0．13
決意 1L84　6．7814．71　　7，35 2．67皐
自己 1L62　　6。4212．49　　7．3 0．85
説明 30．68　8．4 27．43　　6．24 3．11鱒
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と現実のギャップからくる焦燥感，劣等感等に苦しみ，強迫的，抑うつ的になる危険性が高く
なるのであろう。自我心理学的に言えば，超自我が強すぎることに由来する問題と関係しそう
である。
　これらを総合的に検討すると神経症者の特徴として次のような事が考えられる。まず，1つ
には〈肯定肯定〉，〈否定否定〉のような一面的反応パターンが多く，「が」を見ても視点の転
換ができにくいという事があげられる。かといって，〈肯定否定〉が低いわけでもないので，
感情的記述がされやすいという面もあるのだが，前半の感情に引きずられやすいということが
視点の転換を抑制しているものと思われる。また，〈希望〉，〈決意〉は後半部の反応を評定す
るパターンで，他力本願と自力本願というように全く逆の方向性を持ったものであるが，
MMPIのD尺度との相関傾向が共通しており，多い時には抑うつ感につながるような劣等感，
ひきこもり等の傾向があるかもしれない。
6．学生相談へのSCT－B活用の事例
学生相談には，神経症レベルのクライエントも，中には精神病レベルのクライエントもいる
が，比較的健康度の高い学生の一時的不適応を支援することも多い。彼らに対する関わりは，
学生相談活動の中では発達援助的関わりと位置づけられるものである。ここでは，卒業前の不
適応状態で来談した女子学生の事例をとりあげて，SCT－Bの活用例を紹介する。
一事例の概要一
　4回生の秋に初めて来談した私大文系学部の女子，自宅生である。性格の問題という主訴で
来談し，約3ヶ月，11回の面接を経て卒業論文提出後終結した事例である。
　授業にまともに出ないで，専門の勉強が不十分なのに，単位だけはそろって卒論を書かない
といけない。メーカーへの就職も内定したが，責任を負わされるのがいやで気乗りしない。自
己中心的で団体生活がいやな性格に問題がある。とにかく，卒論が書けなくて親に手伝っても
らいながら中間発表は済ませたが，それからも全然進まない，というのが初回の話であった。
カウンセラーは，クライエントの苦悩や焦りの気持ちを充分聴きながら，最後に〈でも，逃げ
るよりやった方がまだましかも。〉という風に，枠組みとしての機能を果たす役割を，現実的
に対応する方向で支援することにした。
　面接の経過の中では，3回生は家庭教師を掛け持ちコンビニでもバイトをし，お金を貯めて
海外旅行に行った，試験では友だちにノート借りて，何か書けば単位は取れたし大学を甘く見
ていた。というような，大学で一番肝心の勉学を軽視した後悔と，いい加減にしか書けないこ
とに対する自責の念，友だちや先生に合わす顔が無いという恥ずかしさなどが語られた。カウ
ンセラーは〈下書きの下書きから書いてみようか〉と言うような不安や緊張の緩和をはかる支
援をしながら話を聞いていくと，1ヶ月ほどで，とりあえず下書きができた。その後，家事を
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手伝ったり，軽い単発のバイトなどもする一方，今度は，就職に対する不安が前面に出てきた。
とにかく早く就職を決めようとしたことや何度か研修に行ったが，元気な人が多く人間関係で
失敗するのではないかと不安だという。その後，家族の話が語られた。そうこうしている内に，
卒論の提出日になり，本人は提出してすっきりしたという。そして，就職は辞退をして，もう
1年勉強して公務員試験を受け，実家から離れて生活したいという話がでて終結した。その翌
年，本人から試験に通ったとの報告があった。
　このケースでは初回にSCT－Bを持ち帰ってもらい，2回目に持参してもらった。以下が
クライエントの記述内容である。
1．子どのもの頃私は　性格が悪かった。　が　今もそれは変わっていないのだが自分として
　はとても苦痛だ。　　　　一〈否定否定＞
2．家の人は私を　責めない。　が　自分達のやらなければならないことをこなして，未来に
　向かっていくのを見ると不安になる。　　一〈不安＞
3．私が嫌いなのは　したくないことをすること。　が　今は何もかもがしたくないことにな
　っている。　　一〈否定否定＞
4．死は必ずやってくるものだが，自分の身になって本気で考えられない。　が安易に
　「死にたい」と口走ってしまう。　一〈説明＞
5．私の頭脳　は優れていると思いこんでいたが，どこかでそうでもないとわかってもいた。
　が　自分の学歴だけにたよって，自分を進歩させようとしないできた。一〈肯定否定〉十
　〈説明＞
6．将来　のことを真剣に考えたくない。　が　考えなければならないときにきているのでと
　ても苦痛だ。　　一〈否定否定＞
7．私の父　はがんこだったりもするが，やることはしっかりやるし思いやり深い人だ。　が
　私はそんな父に対して思いやり深くなれない。　一〈自己＞
8．世の中　なんかどうでもいい，今の自分の苦しみから逃れたいということしか考えられな
　い。　が　そんなことを言っていてはこの先生きていけないだろうというのが苦痛だ。
　一〈否定否定＞
9．仕事　はいろいろな責任をおわされるのでやりたくないし，今の自分にはとても無理だ。
　が　就職が迫ってきているのでどうしていいかわからない。　一〈不安＞
10．私のからだ　は健康にできていると思うが，食べたらすぐ太る，毛深いなど嫌なことも多
　い。　が　自分のからだに感謝しない私はバチあたりだと思う　一〈自己＞
11．私の兄弟（姉妹）　は妹が一人だが，姉思いで私より大人だと思う。　が　妹が大人にな
　っていくのはうらめしい。　一〈自己＞
12．女　は子供を生まなければいけない体だが。それがとてもいやだ。生理がくるのもうっと
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　うしい。　が　どうしょうもない　　一〈受容＞
13．友だち　はいないと寂しくなるが，友だちづきあいがへたなので，避けてしまうときもあ
　る。　が　本当は友達にとても救われているんだと思う。　一く例外＞
14．私の母　は私にとって絶対的な人だ，母がいなくなることを思うと空おそろしい。が　母
　にたよりきってしまって，自立しようとしない私がいる。　一〈自己＞
15．争い　はバカげたことだと思っていた。　が　今の私の心の中は争いのような思いで満ち
　ている。　一〈自己＞
16．私が好きなのは　食べること　が　今は感謝せずにやたら食べて，よけいストレスをため
　ている。　　一〈肯定否定＞
17．男　はいろいろな責任を負わされて大変だと思う。　が　子供を生まなくていいのがうら
　やましい。　一〈肯定肯定＞
18．恋愛　はしたいけど，自分には無理だと思ってしまうのでみじめだ　が　恋愛願望はある。
　一〈肯定肯定＞
19．学校　は苦痛だ。　が　今行かなければならないのがとてもしんどい。　一〈否定否定＞
20．私が得意になるのは　人からほめられたとき。　が　本当はあまりほめられたものでない
　ことを心の中では知っている。　　一〈肯定否定＞
21．金がすべてではないなどと思っていたが，気がつくと私はとてもケチでいやしい人間に
　なっていた。　が　人のお金だと気にせず使ってしまう。　一〈説明＞
22．私の健康　状態は良好とは言えない。睡眠も栄養も足りているが，精神状態が最悪だ。
　が　自分でわざとそうしていると思う。　一〈自己＞
23．女・男（異性の）友だち　は何人かいるが，同性の友だちとは区別してしまう。　が　い
　ないとさびしい。　一〈説明＞
24．私を不安にするのは　自分の性格。　が　自分で直そうという気持ちになれない。
　一く説明＞
25．家　は私の逃げ場でありながら，家にいても心は落ち着かない。　が　それは自分の心の
　せいだと思うと，とても苦痛を感じる。　　一〈自己〉
　内容から見ると，相談に来たばかりで，卒論が書けないまま日々を過ごしている自分に対す
る自信喪失感や焦りなどで，かなり不安や緊張が高まっているようである。卒業期に高まる自
立と将来への不安が「何もしたくない」，「しなければならないのが苦痛」，「どうしたらいいの
かわからない」というような呆然と立ちつくして動けない苦悩として表現されている。また，
子どもの頃から変わらない自分の性格は，わがままで友だちづきあいが下手，それに母親にべ
ったりと依存している。それを直そうとせず逃避しているという自責感を持っている。
　また，反応パターンや形式的な面から見ると，このクライエントの特徴は〈否定否定〉と
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〈自己〉のパターンが非常に多いことである。〈否定否定〉は前述の神経症者群でも高いパター
ンであるが，男性のデータだがMMPIのScと相関があり（r＝．332，N＝60），精神分裂病との関
連が示唆されている。外界から自己を否定されていると感じる疎外感とか孤立感，また，強い
猜疑心からうみ出された不信感との関連が考えられる。また，クライエントが〈否定否定〉を
用いた項目は「1．子どもの頃私は」，「3．私が嫌いなのは」，「6．将来」，「8．世の中」，
「19．学校」であり，彼女の今の問題となる領域がはっきりしてくる。
　そして，もう一つ〈自己〉も多いが，この項目はMMPIのPa，　Ptと5％レベルの相関がある。
対人関係に過敏で，被害的になっており，強迫的傾向もあることが考えられる。家や家族に関
する項目や「8．世の中」，身体関係でも〈自己〉の反応になっていることから，家族への愛
着や家族からの評価に過敏であるし，いい子として頑張ってきたのだろう。また，友人，先生，
就職内定先の同僚，上司になる可能性のある人たちなどの社会的評価にも過敏になっているこ
とが考えられる。事実，面談の中でも，友だちが着々と卒論を進めていると思うと，顔を合わ
せたくないとか，卒論が進んでないことに先生に何を言われるか考えるのが怖いという話が何
度も出てくる。強迫性に関しては，各文章に読点をつけていることからもわかるように，几帳
面であり，高い目標に向かって納得のいく仕事をしないと気が済まない面もあるのだろう。そ
の性格も，彼女を苦しめるものとなっているようである。また，〈希望〉，〈決意〉のような
MMPIのD尺度との関連を示唆するパターンは使われていないことから，この時点では卒論が
書けない自分に対しての他者からの評価に過敏になり，すべてに自信を失って動きがとれなく
なっていたものと思われる。この〈自己〉のパターンは，刺激文で与えられた対象や状況に対
して，その刺激自体よりも，それに対する自分の反応や自分との関係性に注意が向いてしまう
というパターンであり，心的エネルギーの内向という状況を反映しているとも考えられる。
　しかし，大学生活を見るとバイトでお金を貯めて海外旅行に行ったり，家族の支援を必要な
ときに引き出す関係もあり，友だち関係もある程度しっかりしていることから，本来的なパー
ソナリティも影響しているが，卒論と就職という大イベントに対する反応性の不適応であろう。
数ヶ月のカウンセリングで，ある程度の進路決定もしているので，カウンセラーの援助を支え
に立ち直ったものと思われる。
7．おわりに
　本論では，学生相談での心理検査の活用の視点から，筆者の考案したSCT－Bという文章
完成法を応用したテストを紹介した。そして，それを用いた事例を呈示して，面接の流れと連
携したテストの活用とこのテストから読みとれるものの一部を紹介した。このテストの特徴は，
本来のSCTでも得られる記述内容という情報とパーソナリティ理解の手がかりになる反応パ
ターンの分析による情報が得られるというものである。
今後も，様々なクライエントのデータから研究を深めていくつもりである。
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